
日本クロスミントン協会 2023.10.19

公認審判員制度
項 目 備 考

主 旨
・ルール、審判に関する

理解を深める

目 的

・各クラブ内で審判講習

会を行えるようにする

取得方法 ・年数回行う審判講習会にて申請、取得

・国際大会（国内開催時）準決勝

・国際大会（国内開催時）オーバー40以上の決勝

・国内大会2部リーグ及びチャレンジリーグの決勝

・JCA主催の大会の決勝（国際大会・国内大会）

・国内大会開催の条件の一つ 今後地域での開催時

マッチアンパイヤ  国際大会の決勝審判員 取得者 協会役員６他１

ヘッドアンパイヤ  国際大会を開催できる資格 取得者 協会役員６他２

・国内開催大会での審判

・審判講習会、各種イベント等でのスタッフ参加（任意）

※ ２年に一度の見直しあり

公認審判員取得方法
項 目 備  考

申込み方法 事前 審判講習会参加申し込みを行う 申込用紙に必要事項記入

申込み ・2023年は10月21日東京 29日名古屋

・今回は初回なのでB級のみ

費 用 3000円

・取得費（講習会費・認定料等）

・協会主催の国内、国際大会での準決勝以上で主審を行っ

た場合、1試合あたり500円の支払いを行う。

2年度ごとの更新料あり

審判講習会 1時間 １時間程度の講習 講義及び実演 参加費の支払い

30分位 20分程度の筆記試験

認 定 後日 認定書の交付 年度末期限あり

15分 ・クロスミントンの成り立ち

・クロスミントンの理念等

20分 ・基本ルール

・記録用紙の書き方（新バージョン）

15分 ・審判の進め方

・シグナル（主審・線審）

10分 ・イレギュラー対応等 質疑応答

20分 ・筆記試験

※ 毎年の見直しあり

・クロスミントンの普及

・協会が主催又は共催で行う国内大会運営を担える人材育成

内    容

・国内大会の審判及び運営を担える人材を育成し、より多くの

 地域での大会開催を目指す(国内大会の開催の条件の一つ)

・セルフジャッジを採用しているクロスミントンにおいて、

 プレーヤーに正式ルールと共に理念を伝える

・所属クラブ内において周知の役割を果たす。

B級

A級

・今後の資格取得者人数

によって採用を開始して

いく

・資格取得者の審判に対

しては、多少の対価あり

多少の変更あり

行う講習内容の大幅な変

更はありません

講習会内容

内   容

JCA公認資格

ICO公認資格

権利

及び義務


